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● 第二次世界大戦後のわが国の高等教育の歴史、高 

 等教育の歴史や高等教育の質保証・評価の動向につ 

いてわかりやすく解説しています。 

● 最近、10 年近く実施してきた評価事業の中で浮き 

彫りになってきた課題や問題点をわかりやすく解説     

しています。 

● 21 世紀の大学像について、国際的な動向を含めて 

議論しています。 
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